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茨城県内の新型コロナウイルス感染状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の「秋の全国交通安全運動」は、9月 21日（月）から 9月 

  30日（水）までの 10日間実施されます。中でも、9月 30日（水） 

は「交通事故死ゼロを目指す日」です。一人ひとりが交通安全につ 

いて考え、行動し、悲惨な交通死亡事故を無くしていきましょう。 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

安全就業だより第２３３号 

８月中に茨城県内で報告された新型コロナウイルス感染者数は 251人となり、月ごとの

集計では４月の 139人を超え最多となりました。特につくば市を中心に県南地域での感染

が拡大しており、８月末の時点で茨城県内の累計感染者は 545人となっています。 

 県北地区でも、那珂市と東海村のカラオケ店でクラスターが発生しており、日立市内では

８月だけで９名の方の感染が報告されており、まだまだ気が抜けない状況が続いています。 

 会員の皆様の中にも、やむを得ない事情により遠出をする機会がある方もいると思います

が、県外特に東京等の感染拡大が発生している地域に出かけた場合は、自主的な自宅待

機をする等、感染拡大に十分に配慮するよう心掛けてください。 

 

薄暮時の交通事故に注意！ 

薄暮時間（日没前後の 1時間）は、自動車と歩行者が衝

突する事故がもっとも多く発生しています。全国で過去 5

年間に発生した薄暮時間帯（2時間）の死亡事故（自動車と

歩行者）は、1時間あたり約 682件です。これは昼間の約

168件と比較して約 4倍で、夜間の約 321件と比べても約 2

倍です。比率でみると自動車と歩行者の死亡事故の 53％

は、薄暮時間帯の 2時間に発生しています。ドライバーは

もちろん、歩行者・自転車の方も十分に注意するように心

掛けましょう。 
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